
３６４７ ９１１１（代）

毎月１日・１１日・２１日発行
発行：江東区/編集：広報広聴課
〒１３５-８３８３ 江東区東陽四丁目１１-２８
http://www.city.koto.lg. jp

NO.1767

［2面］平成25年度協働事業提案制度提案募集6／3(月)〜 ［3面］「春夏カンビアーレ」開催 ［4面］中小企業を

サポート 経営に関する各種助成などを実施 ［7面］特別区立幼稚園教員採用候補者の募集

今号の
主な内容

4 11

�
月
︑
江
戸
時
代
の
亀
戸
に
実
在
し
た
別
荘
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
商
業
施
設
﹁
亀
戸

梅
屋
敷
﹂
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
︒
地
元
名
産
品
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
販
売
コ
ー
ナ

ー
と
観
光
案
内
所
を
備
え
た
﹁
福ふ

く

亀か
め

館か
ん

﹂
︑
地
元
伝
統
工
芸
の
実
演
コ
ー
ナ
ー
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
に
利
用
で
き
る
ホ
ー
ル
等
を
備
え
た
地
域
交
流
施
設
﹁
梅ば

い

結ゆ
う

館か
ん

﹂
を
併
設
し
︑

亀
戸
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
水
陸
両
用
バ
ス
の
発
着
タ
ー
ミ
ナ
ル

も
併
設
し
︑
旧
中
川
・
川
の
駅
へ
運
行
し
て
い
ま
す
︒

▲地元亀戸の魅力を発信する趣あるたたずまいの亀戸梅屋敷

亀戸天神社

亀戸香取神社

亀
戸
香
取
勝
運

商
店
街

明
治
通
り

蔵前橋通り

東武亀戸駅

（亀戸４－１８－８）

京葉道路
亀戸駅

JR総武線

横
十
間
川

亀戸梅屋敷

江
戸
の
街
の
一
角
を
再
現

江
戸
時
代
に
実
在
し
た
亀
戸
梅
屋

敷
は
︑
浮
世
絵
師
歌
川
広
重
の
作
品

に
も
多
く
描
か
れ
る
な
ど
︑
梅
見
の

名
所
と
し
て
江
戸
っ
子
た
ち
に
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
︒
こ
れ
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
純
和
風
様
式
の
屋
敷
に
は
︑

広
場
を
併
設
し
︑
高
さ
�
ｍ
を
超
え

そ
び
え
る
火
の
見
櫓
と
梅
の
木
々
が

江
戸
の
世
界
観
を
創
出
し
て
い
ま
す
︒

こ
こ
で
し
か
買
え
な
い
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
を
多
数
販
売

観
光
拠
点
施
設
﹁
福
亀
館
﹂
で
は
︑

区
内
の
名
所
を
紹
介
す
る
観
光
案
内

所
に
加
え
亀
戸
の
商
店
街
店
舗
を
中

心
に
︑

を
超
え
る
出
品
者
か
ら
�

20

�
�
点
以
上
の
魅
力
的
な
品
々
が
出

品
さ
れ
ま
す
︒
亀
戸
梅
屋
敷
用
に
独

自
開
発
さ
れ
た
︑
特
色
あ
ふ
れ
る
限

定
品
も
多
数
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
︒

熟
練
職
人
の
技
能
や
名
画
を

た
ん
の
う

地
域
交
流
施
設
﹁
梅
結
館
﹂
に
は
︑

江
戸
切
子
や
べ
っ
こ
う
細
工
な
ど
地

元
伝
統
工
芸
の
実
演
コ
ー
ナ
ー
︑
浮

世
絵
師
の
歌
川
広
重
が
描
い
た
﹁
名

所
江
戸
百
景

亀
戸
梅
屋
敷
﹂
の
原

画
展
示
︑
地
元
住
民
や
観
光
客
が
自

由
に
利
用
で
き
る
休
憩
所
︑
各
種
イ

ベ
ン
ト
実
施
な
ど
に
活
用
で
き
る
多

目
的
ホ
ー
ル
な
ど
が
備
え
ら
れ
︑
地

域
住
民
・
観
光
客
等
ど
な
た
で
も
楽

し
め
ま
す
︒

水
陸
両
用
バ
ス
発
着
拠
点
と
し
て

水
彩
都
市
・
江
東
を
Ｐ
Ｒ

広
場
で
は
︑
毎
月

日
以
降
の
日

25

曜
日
に
︑
地
元
名
産
品
や
︑
日
本
全

国
各
地
の
名
産
品
販
売
を
行
う
マ
ル

シ
ェ
︵
青
空
市
︶
を
開
催
予
定
で
す
︒

ま
た
︑
併
設
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら

は
都
内
初
の
水
陸
両
用
バ
ス
が
毎
日

発
着
し
て
い
ま
す
︒
亀
戸
・
大
島
地

域
を
巡
る
ほ
か
︑
旧
中
川
・
川
の
駅

で
迫
力
あ
る
進
水
が
体
験
で
き
ま
す
︒

﹇
出
発
時
間
﹈
午
前

時
︑

時

分
︑

10

11

30

午
後
�
時
︑
�
時

分
︑
�
時
︵
夏

30

季
︶
※
所
要
約

分

▢費
大
人
�
︑

70

�
�
�
円
︑
小
人
�
︑
�
�
�
円

▢申
乗
車
日
の
�
か
月
前
か
ら
︑
電

話
で
ス
カ
イ
バ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

▢問
亀
戸
梅
屋
敷

☎
(
�


�
�
)
�


�
�

文
化
観
光
課
観
光
推
進
係

☎
(
�


�
�
)
�
�
�
�

▲山﨑区長の合図で梅屋敷前から
発車(セレモニーで)

▲飲食物販売でにぎわう館内

（
詳
細
６
面
）

4月から｢一般社団法人江東

区観光協会｣が本格的にスタ

ートします。同協会は、東京

ゲートブリッジなどの観光ス

ポットが次々オープンし観光

ムードが盛り上がる中で、地

域や分野を越えて区全域の観光資源を効果的に

PRし、地域活性化や地元に誇りや愛着を持てるま

ちづくりの推進をはかることを目的に設立されま

した。今後は深川・亀戸両観光協会やNPO法人、

区内関連団体等と密接に連携し、本区の魅力を全

方位的に発信して観光客の誘致に努めていきます。

会員(正会員)になると次の特典が受けられます。

○協会ホームページでの会員紹介

○観光客の問合せに対する会員紹介

○テレビ、ラジオ、雑誌等の取材に対する会員紹介

○会員同士の観光関連情報の交換促進(機関誌発

行等)※賛助会員を含む

［会員区分・料金］正会員は1口2,000円(5口以上)、

賛助会員は1口2,000円(1口以上)▢場 産業会館2階
(東陽4-5-18)▢問 一般社団法人江東区観光協会☎

6458-7400、文化観光課観光推進係☎3647-3312

観光協会会員を募集中 4つの特典あり

◀
江
東
区
観
光
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー

コ
ト
ミ
ち
ゃ
ん

公募で選ばれた公募で選ばれた
諸橋館長諸橋館長

いってきま～す！
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表1 廃棄物処理手数料

36.5円／kg32.5円／kg

改定料金現行料金

表2 事業系有料ごみ処理券

3,100円2,740円45L券(1セット10枚)

2,415円2,135円70L券(1セット5枚)

改定料金現行料金券種

80円690円610円10Ｌ券(1セット10枚)

360円

280円

差額

160円1,380円1,220円20Ｌ券(1セット10枚)

施設が休館の場合お近くの他施設のボ
ックスにお入れください(※は休館中)

白河1-3-28

東陽4-11-28江東区役所

深川江戸資料館

住所施設名

大島8-33-9東大島文化センター
北砂5-1-7砂町文化センター

古石場2-13-2古石場文化センター
豊洲2-2-18豊洲文化センター
亀戸2-19-1亀戸文化センター

亀戸図書館
大島9-4-2-101東大島図書館
東陽4-11-3江東区文化センター※
森下3-12-17森下文化センター

清澄3-3-39深川図書館
東陽2-3-6東陽図書館
東雲2-7-5-201東雲図書館
亀戸7-39-9

大島4-5-1総合区民センター
潮見1-29-7えこっくる江東
南砂6-7-52江東図書館※

扇橋2-1-5小松橋出張所
北砂4-7-3砂町出張所
南砂6-8-3南砂出張所

富岡1-16-12富岡出張所
豊洲5-5-1-101豊洲出張所

レ
ア
メ
タ
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を

区
の
重
点
事
業
や
新
た
な
事
業
展
開
を
掲
載

平
成
２５
年
度
協
働
事
業
提
案
制
度

提
案
募
集

平
成
２５
年
度
申
請
の
受
付
を
開
始

﹁
協
働
事
業
提
案
制
度
﹂
は
︑
町

会
・
自
治
会
︑
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
︑
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
等
市
民
活
動
団
体
の

柔
軟
で
先
駆
的
な
発
想
や
専
門
性
を

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
入
れ
︑
区
民

満
足
度
の
向
上
を
図
る
制
度
で
す
︒

区
で
は
︑
地
域
で
活
動
す
る
市
民

活
動
団
体
の
方
々
が
︑
日
ご
ろ
の
活

動
の
中
で
蓄
積
し
て
き
た
﹁
区
と
と

も
に
取
り
組
め
ば
︑
地
域
が
抱
え
る

こ
ん
な
課
題
を
解
決
で
き
る
﹂
と
い

う
協
働
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し

ま
す
︒
提
案
さ
れ
た
事
業
は
︑
�
月

か
ら
�
月
に
か
け
て
区
民
か
ら
の
公

募
委
員
を
含
む
区
民
協
働
推
進
会
議

で
書
類
審
査
︑
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
経
て
選
考
し
ま
す
︒
採
択

さ
れ
た
事
業
は
︑
団
体
と
区
担
当
部

署
が
協
議
を
重
ね
︑
平
成

年
度
の

26

事
業
実
施
を
目
指
し
ま
す
︒
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
︒

﹇
平
成

年
度
募
集
﹈

25

○
提
案
団
体
の
主
な
要
件
は
︑
区
内

で
�
年
以
上
継
続
し
て
公
益
活
動

を
行
い
︑
�
人
以
上
の
会
員
で
組

織
さ
れ
て
い
る
団
体
︵
町
会
・
自

治
会
︑
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
︑
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
︑
公
益
団
体
等
︶

○
提
案
事
業
の
受
付
期
間
は
︑
�
月

�
日
︵
月
︶
～

日
︵
月
︶

10

※
募
集
要
項
の
配
布
︑
団
体
向
け
説

明
会
︵
�
月
�
日
︵
木
︶
開
催
︒
詳

区
で
は
︑
平
成

年
�
月
に
今
後

22

年
間
の
区
政
運
営
の
具
体
的
指
針

10と
な
る
長
期
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
︒

長
期
計
画
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ

て
は
︑
行
政
評
価
の
結
果
や
社
会
状

況
の
変
化
等
に
基
づ
き
︑
特
に
重
点

的
に
取
り
組
む
べ
き
事
業
と
し
て
掲

げ
た
主
要
事
業
等
を
毎
年
度
見
直
す

と
と
も
に
︑
新
た
な
事
業
の
展
開
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
︒

今
回
策
定
し
た
﹁
長
期
計
画
の
展

開
	


�
�
﹂
は
︑
こ
の
よ
う
な
見

直
し
を
踏
ま
え
た
主
要
事
業
の
今
後

の
予
定
を
改
め
て
お
示
し
す
る
と
と

も
に
︑
新
た
な
事
業
の
展
開
に
つ
い

て
も
公
表
す
る
も
の
で
す
︒

区
は
︑
こ
の
﹁
長
期
計
画
の
展
開

	


�
�
﹂
に
基
づ
き
︑
区
政
の
着

実
な
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
︒

こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
︑

図
書
館
︑
Ｈ
Ｐ
で
公
開

﹁
長
期
計
画
の
展
開
	


�
�
﹂

は
︑
こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

︵
区
役
所
	
階
︶︑
各
図
書
館
︑
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
︒

※
こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
頒
布
し
て
い
ま
す
︒

﹇
頒
布
価
格
﹈
�




円

▢問
企
画
課
計
画
担
当

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

﹇
平
成

年
度
採
択
事
業
﹈

24

○
家
庭
訪
問
型
子
育
て
支
援
︵
提
案

団
体
：
こ
う
と
う
親
子
セ
ン
タ
ー
︶

▢問
地
域
振
興
課
区
民
協
働
推
進
担

当

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�



細
は
募
集
要
項
を
参
照
︶
の
申
込
は
︑

�
月

日
︵
月
︶
か
ら
地
域
振
興
課

15

区
民
協
働
推
進
担
当
窓
口
︵
区
役
所

�
階

番
︶
で
︒
要
項
は
ホ
ー
ム
ペ

26

ー
ジ
か
ら
も
入
手
可

事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
廃
棄

物
は
︑
事
業
者
自
ら
の
責
任
で
適
正

に
処
理
す
る
こ
と
が
法
律
で
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
︒
た
だ
し
︑
日
量
平
均

㎏
未
満
の
排
出
事
業
者
は
︑
有
料

50ご
み
処
理
券
を
貼
付
す
る
こ
と
で
区

の
集
積
所
に
排
出
で
き
ま
す
︒
現
行

の
廃
棄
物
処
理
手
数
料
は
︑
平
成
20

年
�
月
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
が
︑
実

際
の
廃
棄
物
処
理
に
か
か
る
費
用
と

の
差
が
あ
り
︑
そ
の
差
を
で
き
る
だ

け
解
消
す
る
た
め
︑
平
成

年

月

25

10

�
日
︵
火
︶
に
下
表
�
の
と
お
り
改

定
さ
れ
ま
す
︒
事
業
系
有
料
ご
み
処

理
券
の
料
金
も
下
表
	
の
と
お
り
改

定
し
︑
新
し
い
券
に
切
り
替
え
ま
す
︒

購
入
済
の
ご
み
処
理
券
の
取
り
扱
い

現
在
︑
発
行
し
て
い
る
事
業
系
有

料
ご
み
処
理
券
は
︑
�
月

日
︵
月
︶

30

を
も
っ
て
販
売
終
了
し
ま
す
︒
な
お
︑

現
行
券
の
使
用
期
限
は

月

日

10

31

︵
木
︶
で
す
︒
期
限
ま
で
に
使
用
で

き
な
か
っ
た
現
行
券
は
差
額
を
納
入

す
る
こ
と
で
新
券
と
交
換
で
き
ま
す

︵
詳
細
は
︑
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶︒

今
後
︑
ご
み
処
理
券
を
購
入
す
る
際

は
︑
期
限
ま
で
に
使
い
切
れ
る
数
量

を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
︒
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

▢問
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
課

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談
室
で
は
︑

発
達
に
支
援
を
必
要
と
す
る
小
学
生

と
保
護
者
を
対
象
と
し
て
︑
療
養
グ

ル
ー
プ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
︒
ア

メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
た
セ
カ
ン
ド
ス

テ
ッ
プ
を
用
い
た
﹁
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス

キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
﹂︑﹁
感
覚
統

合
﹂
を
目
的
と
し
た
作
業
︑
運
動
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
︒

﹇
低
学
年
グ
ル
ー
プ
﹈
▢時
�
月

日
22

～
平
成

年
�
月

日
の
第
	
・
�

26

12

水
曜
午
後
�
時
半
～
�
時
半
※
�
月

日
︑
�

月

日
・

日
を
除
く

24

14

28

▢人
小
学
�
～
�
年
生
の
お
子
さ
ん

と
そ
の
保
護
者

組
10

﹇
高
学
年
グ
ル
ー
プ
﹈
▢時
�
月

日
15

～
平
成

年
�
月
�
日
の
主
に
第
�

26

水
曜
午
後
�
時
半
～
�
時
半
※
�
月

日
を
除
く

▢人
小
学
�
～
�
年
生

21の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

組
10

﹇
ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
﹈

�
月
�
日
に
﹁
小
型
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
﹂
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
︒
区

で
は
︑
ご
家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た

携
帯
電
話
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
等
の

小
型
家
電
製
品
を
平
成

年

月
か

21

11

ら
回
収
し
︑
レ
ア
メ
タ
ル
を
リ
サ
イ

ク
ル
し
て
い
ま
す
︒
地
球
環
境
を
守

り
︑
貴
重
な
資
源
を
確
保
す
る
た
め
︑

引
き
続
き
回
収
を
行
い
ま
す
︒

﹇
回
収
品
目
﹈

㎝
×

㎝
以
下
の
使

15

25

用
済
み
小
型
家
電
製
品
︵
電
子
機

器
︶
：
携
帯
電
話
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
・
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
・
ポ
ー
タ
ブ
ル

音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
・
小
型
ゲ
ー
ム
機

・
電
子
辞
書
・
電
卓
・
携
帯
用
ラ
ジ

オ
・
付
属
品
な
ど﹇
回
収
場
所
﹈左
表

の
と
お
り﹇
回
収
方
法
﹈回
収
場
所
に

設
置
さ
れ
て
い
る
黄
色
い
回
収
ボ
ッ

ク
ス
に
直
接
投
入
し
て
く
だ
さ
い
︒

※
携
帯
電
話
な
ど
の
個
人
情
報
デ
ー

タ
は
︑
完
全
に
消
去
し
て
く
だ
さ
い
︒

▢問
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
課

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

学
生
納
付
特
例
と
は
︑
収
入
が
少

な
く
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な

歳
以
上
の
学
生
の
方
が
︑
申
請

20
を
し
て
承
認
さ
れ
る
と
︑
一
定
期
間

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
︒
対

象
と
な
る
学
校
は
︑
大
学
︵
大
学
院
︶︑

短
期
大
学
︑
高
等
学
校
︑
高
等
専
門

学
校
︑
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校

等
で
す
︵
海
外
大
学
の
日
本
分
校
は

一
部
を
除
き
対
象
外
︶︒
対
象
期
間

は
�
月
か
ら
翌
年
�
月
ま
で
の
�
年

間
で
︑
学
生
の
間
は
毎
年
申
請
が
必

要
で
す
︒

学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
期

間
は
次
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
ま
す
︒

○
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

と
な
り
ま
す
が
︑
老
齢
基
礎
年
金

の
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
︒

○

年
以
内
で
あ
れ
ば
︑
猶
予
さ
れ

10た
国
民
年
金
保
険
料
を
追
納
で
き

ま
す
︵
た
だ
し
︑
承
認
期
間
の
翌

年
度
か
ら
起
算
し
て
�
年
度
目
以

降
は
︑
期
間
に
応
じ
て
一
定
の
額

が
加
算
さ
れ
ま
す
︶︒

○
障
害
基
礎
年
金
請
求
の
審
査
に
際

し
納
付
済
期
間
と
み
な
さ
れ
ま
す
︒

※
学
生
納
付
特
例
に
該
当
し
な
い
場

合
は
︑
免
除
や
若
年
者
納
付
猶
予
の

申
請
が
で
き
ま
す
︒

▢申
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号

が
記
載
さ
れ
た
書
類
と
学
生
証
︵
表

・
裏
両
面
の
写
し
で
も
可
︶
ま
た
は

在
学
証
明
書
を
持
参
し
︑
各
出
張
所

・
区
民
課
年
金
係
︵
区
役
所
隣
防
災

セ
ン
タ
ー
	
階
�
番
︶
窓
口
で

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

▢時
�
月

日
・

日
︑
�
月

日

17

31

14

・

日
︑
�
月

日
︑
�
月

日
︑
�

28

12

30

月

日
・

日
︑

月

日
の
午
前

13

27

10

11

時
～

時
半
︵
全
�

回
︶
▢人
小

10

11

学
生
の
お
子
さ
ん
が
い
る
保
護
者
の

方

人
︵
電
話
申
込
後
の
面
接
相
談

10
に
よ
る
選
考
︶

※
い
ず
れ
も

▢場
教
育
セ
ン
タ
ー

︵
東
陽
	
︱

�
︱

�
︶
▢費
無
料

▢締
�
月

日
︵
火
︶
午
後
�
時

30

▢申
�
月

日
︵
月
︶
か
ら
電
話
で

15

教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談
室
︵
午
前

�
時
～
午
後
�
時
︶

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�
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例

▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

毎週水曜、区役所本庁舎の窓口時間を午後7時まで延長しています。取り扱い業務の詳細については各担当窓口へご確認ください。

高
齢
者
・
重
度
身
体
障
害
者
世
帯
の
方
に

　
　
　
　
　
　
　
　
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成

区
で
は
︑
高
齢
者
や
重
度
身
体
障

害
者
が
就
寝
中
に
地
震
に
襲
わ
れ
て

住
宅
が
倒
壊
し
て
も
安
全
な
空
間
を

確
保
す
る
た
め
の
﹁
防
災
ベ
ッ
ド

︵
都
指
定
︶
﹂
設
置
を
促
進
す
る
た
め
︑

費
用
の
一
部
︵
上
限

万
円
︶
を
助

27

成
し
ま
す
︒

▢人
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
し
︑

③
～
⑥
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

65
②
身
体
障
害
者
手
帳
︵
�
・
�
級
︶

を
持
つ
障
害
者
の
み
の
世
帯
か
︑
障

害
者
と

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で

65

構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
③
昭
和

年
56

�
月

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造

31

住
宅
︵
平
屋
ま
た
は
�
階
建
て
の
戸

建
住
宅
︑
併
用
住
宅
︑
長
屋
ま
た
は

共
同
住
宅
︶
に
居
住
し
て
い
る
④
年

間
所
得
︵
前
年
分
︶
が
�
�
�
万
円

以
下
の
世
帯
⑤
江
東
区
民
間
建
築
物

耐
震
改
修
等
助
成
︵
耐
震
診
断
除

く
︶
を
利
用
し
て
い
な
い
⑥
住
民
税

を
滞
納
し
て
い
な
い

﹇
高
齢
者
︵

歳
以
上
︶
の
方
の
申
込

65

先
﹈高
齢
者
支
援
課
在
宅
福
祉
係

☎
(
	


�
�
)
�
	
�
�

ま
た
は
各
長
寿
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
︑

各
長
寿
サ
ポ
ー
ト

◀
防
災
ベ
ッ
ド

﹇
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

の
申
込
先
︵
印
鑑
・
障
害
者
手
帳
の

持
参
が
必
要
︶
﹈

深
川
地
区
：
障
害
者
支
援
課
相
談
第

一
係

☎
(
	


�
�
)
�
�
�
	

城
東
地
区
：
障
害
者
支
援
課
相
談
第

二
係

☎
(
	


�
�
)
�
�
�
�

見
守
り
体
制
の
構
築
を
支
援

地
域
で
孤
独
死
ゼ
ロ
の
支
え
合
い

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
﹁
高
齢
者

地
域
見
守
り
支
援
事
業
﹂
の
サ
ポ
ー

ト
地
域
を
募
集
し
ま
す
︒

平
成

年
度
�
年
間
で
次
の
取
り

25

組
み
を
行
い
︑
住
民
主
体
で
無
理
な

く
継
続
で
き
る
︑
地
域
に
応
じ
た
見

守
り
体
制
構
築
を
支
援
し
ま
す
︒

○
先
進
的
な
活
動
団
体
等
の
視
察

○
こ
れ
か
ら
の
地
域
に
求
め
ら
れ
る

支
え
合
い
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

○
地
域
の
課
題
を
見
つ
け
る
た
め
の

﹁
支
え
合
い
マ
ッ
プ
﹂
づ
く
り

○
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
見
守
り
プ

ラ
ン
の
作
成
・
実
践

○
見
守
り
拠
点
の
開
設
助
成

高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
や
孤
独
死

を
防
ぐ
に
は
︑
身
近
な
住
民
の
皆
さ

ん
の
見
守
り
や
支
え
合
い
が
不
可
欠

で
︑
日
ご
ろ
か
ら
の
助
け
合
い
は
災

害
時
の
備
え
に
も
な
り
ま
す
﹇
募
集

数
﹈
�
地
域

▢締
�
月

日
︵
金
︶

31

▢申
町
会
・
自
治
会
・
管
理
組
合
等

の
単
位
で
︑
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
高

齢
者
支
援
課
地
域
福
祉
係
に
メ
ー
ル
︑

電
話
ま
た
は
窓
口
で

☎
(
	


�
�
)
�
�


�

℻
(
	


�
�
)
�
�
�
�

▢ｅ
2
3
0
2
3
1
@
c
ity
.k
o
to
.lg
.jp

平
成

年
度
サ
ポ
ー
ト
地
域
に

24

よ
る
活
動
実
践
発
表
会
を
開
催

区
民
の
皆
さ
ん
と
見
守
り
・
支
え

合
い
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
化
す
る
た

め
︑
昨
年
度
の
サ
ポ
ー
ト
地
域
の
皆

さ
ん
が
活
動
の
成
果
を
発
表
し
︑
意

見
交
換
等
を
行
い
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
土
︶
午
後
�
時
～

11

�
時▢場

高
齢
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
	

階
研
修
室
︵
東
陽


︱

�
︱

︶
17

▢人
区
内
在
住
の
方
�
�
�
人
︵
申

込
順
︶
▢費
無
料

▢内
①
基
調
講
演
﹁
住
民
主
体
の
見

守
り
・
支
え
合
い
活
動
を
進
め
る
た

め
に
﹂
︵

▢師
宮
城
孝
︵
法
政
大
学

現
代
福
祉
学
部
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

学
科
教
授
︶
②
サ
ポ
ー
ト
地
域
の
発

表
︑
意
見
交
換
ほ
か

▢申
�
月

日
︵
火
︶
か
ら
江
東
区

16

社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
推
進
課

地
域
支
援
係
へ
電
話
ま
た
は
窓
口
で

☎
(
	


�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�


�
	
)
�
�
�
�

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
相

談
窓
口
で
は
︑
中
学
	
年
生
・
高
校

	
年
生
等
の
受
験
生
が
い
る
世
帯
に

対
し
︑
学
習
塾
・
受
験
対
策
講
座
等

の
受
講
費
用
や
高
校
・
大
学
等
の
受

験
費
用
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
て
い

ま
す
︒
貸
付
条
件
な
ど
制
度
の
詳
細

は
︑
お
気
軽
に
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
︒

▢人
次
の
す
べ
て
に
該
当
し
︑
中
学

	
年
生
︑
高
校
	
年
生
の
こ
ど
も

︵

歳
未
満
︶
を
養
育
し
て
い
る
方

20
○
世
帯
の
生
計
の
中
心
者

○
収
入
が
一
定
基
準
以
下
で
あ
る
こ

と
○
預
貯
金
等
資
産
の
保
有
額
が


�

�
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

○
土
地
・
建
物
を
所
有
し
て
い
な
い

こ
と
︒
た
だ
し
︑
現
在
住
ん
で
い

る
住
宅
・
土
地
に
つ
い
て
は
除
く

○
貸
付
対
象
者
お
よ
び
養
育
し
て
い

る
こ
ど
も
が
と
も
に
都
内
に
�
年

以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と

○
生
活
保
護
世
帯
で
な
い
こ
と

○
本
資
金
の
連
帯
保
証
人
に
な
っ
て

い
な
い
こ
と

洋
服
交
換
イ
ベ
ン
ト
﹁
春
夏
カ
ン

ビ
ア
ー
レ
﹂
を
開
催
し
ま
す
︒
着
な

く
な
っ
た
大
切
な
洋
服
を
他
の
方
に

譲
る
た
め
に
会
場
に
展
示
し
︑
代
わ

り
に
気
に
入
っ
た
洋
服
を
持
ち
帰
る

こ
と
が
で
き
る
エ
コ
で
お
し
ゃ
れ
な

イ
ベ
ン
ト
で
す
︒

﹇
参
加
方
法
﹈

○
春
夏
衣
類
︵
洗
濯
済
み
の
も
の
︶

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
︵

点
ま
で
※

10

状
態
に
よ
り
引
き
取
れ
な
い
場
合
あ

り
︶
○
持
ち
帰
り
は
�
点
ま
で
︒
持

ち
帰
り
用
の
袋
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
︒

○
当
日
︑
所
定
の
カ
ー
ド
︵
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
︶
に
サ
イ
ズ

や
次
に
着
る
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

ど
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
︒
○

引
き
取
り
手
の
な
か
っ
た
衣
類
は
海

外
で
再
利
用
し
ま
す
︒

▲昨年の春夏カンビアーレ会場

※
会
場
へ
は
公
共
交
通
機
関
で
お
越

し
く
だ
さ
い
︒

▢時
�
月

日
︵
土
︶
午
後
�
時
～

27

�
時
︵
衣
類
受
付
は
午
後
�
時

分
30

～
︑
入
場
は
午
後
�
時
～
	
時

分
︶

30

▢場
え
こ
っ
く
る
江
東
︵
潮
見
�
︱

︱

�
︶
▢人
ど
な
た
で
も

▢費
無

29料

▢申
当
日
直
接
会
場
へ

▢問
え
こ
っ
く
る
江
東

☎
(
	


�
�
)
�
�
	
�

○
他
の
公
的
資
金
の
返
済
を
滞
納
し

て
い
な
い
こ
と

○
同
一
世
帯
で
な
い

歳
以
上
の
連

20

帯
保
証
人
�
人
が
確
保
で
き
る
こ

と
︵
収
入
要
件
あ
り
︶

﹇
貸
付
金
の
対
象
範
囲
・
金
額
﹈

○
学
習
塾
等
受
講
料
：
学
習
塾
︑
各

種
受
験
対
策
講
座
︑
通
信
講
座
︑

補
習
教
室
に
か
か
る
受
講
料
︒
中

学
	
年
生
・
高
校
	
年
生
等
と
も

に

万
円
ま
で
︵
上
限
︶

20

○
受
験
料
等
：
高
校
︑
大
学
︑
専
修

学
校
︑
各
種
学
校
の
受
験
料
︒
中

学
	
年
生
は
�
万
�
︑
�
�
�
円

︵
�
回
当
た
り
上
限
�
万
	
︑
�
�

�
円
・
�
回
分
ま
で
︶
︑
高
校
	

年
生
等
は

万
�
︑
�
�
�
円
︵
�

10

回
当
た
り
上
限
	
万
�
︑
�
�
�

円
・
	
回
分
ま
で
︶

﹇
返
済
の
免
除
﹈こ
ど
も
が
高
校
︑
大

学
等
に
入
学
し
た
場
合
は
貸
付
金
の

返
済
が
免
除
と
な
り
ま
す
︒

﹇
受
付
時
間
﹈平
日
午
前
�
時
～
正
午
︑

午
後
�
時
～
�
時

▢問
受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付

相
談
窓
口
︵
区
役
所
�
階
区
民
ホ
ー

ル
︶

☎
(
	


�
�
)
�




�

家
庭
や
オ
フ
ィ
ス
の
み
ど
り
の
カ

ー
テ
ン
作
り
を
応
援
す
る
育
て
方
講

習
会
を
実
施
し
ま
す
︒
希
望
者
に
は

ゴ
ー
ヤ
苗
等
を
市
価
の
半
額
で
頒
布

し
ま
す
︒
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
で
暑

い
夏
を
の
り
き
り
ま
し
ょ
う
︒

み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
は
植
物
の
葉

で
日
射
し
を
さ
え
ぎ
る
天
然
の
日
除

け
で
す
︒
葉
か
ら
出
る
水
蒸
気
︵
蒸

散
作
用
︶
で
ま
わ
り
の
温
度
を
下
げ
︑

葉
の
揺
れ
で
風
を
感
じ
ら
れ
ま
す
︒

収
穫
物
を
食
べ
る
楽
し
み
も
あ
る
ほ

か
︑
花
に
は
ミ
ツ
バ
チ
が
訪
れ
野
生

生
物
の
中
継
地
点
に
も
な
り
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
土
)
・

日
︵
日
︶

11

12

午
後
�
時
～
�
時

▢場
え
こ
っ
く
る

江
東
︵
潮
見
�
︱

︱

�
︶
▢人
区

29

内
で
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
を
栽
培
し

た
い
方
各
日

人
︵
申
込
順
︑
事
業

60

所
の
申
込
可
︶
▢費
無
料
※
希
望
者

に
頒
布
あ
り
︵
苗
�
株
�
�
�
円

︵
当
日
持
ち
帰
り
︶
︑
苗
�
株
・
プ
ラ

ン
タ
ー
・
土
の
セ
ッ
ト
：
�
︑


�
�

円
︵
後
日
配
送
・
送
料
込
み
︶
︶

▢内
栽
培
や
設
置
方
法
の
講
習
︵
�

日
と
も
同
一
内
容
︶

﹇
注
意
﹈○
共
同
住
宅
の
ベ
ラ
ン
ダ
等

に
植
栽
を
設
置
す
る
場
合
︑
管
理
組

合
等
の
承
諾
が
必
要
な
こ
と
が
あ
り

ま
す
︒
事
前
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
○
設
置
に
あ
た
っ
て
は
︑
落
下

や
飛
散
の
防
止
︑
避
難
路
の
確
保
等

の
安
全
対
策
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
○

土
は
ご
み
と
し
て
廃
棄
で
き
ま
せ
ん
︒

継
続
し
て
栽
培
す
る
等
責
任
を
持
っ

て
始
め
て
く
だ
さ
い
○
参
加
さ
れ
た

方
の
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
の
生
育
状

況
な
ど
を
区
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
紹
介
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い

▢師
江
東
エ
コ
リ
ー
ダ
ー
の
会
︵
区

内
で


年
間
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
を

普
及
し
て
い
る
団
体
︶

▢申
�
月

日
︵
水
︶
午
前
�
時
か

17

ら
電
話
で
え
こ
っ
く
る
江
東

☎
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